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ここに述べる限子田原B遺跡の所在する沢渡地区を含めた,伊那市西春近地籍はここ数年来大 きな

開発事業が行なわれつつあります。その主なものとしては,中央高速自動車道路,大規模農道,西

部開発に関連する圃場整備事業であります。

このような開発は,時代の要請でありますが,埋蔵文化財保護にとっては喜ばしい姿ではありま

せん。現代の開発と文化財保護との関係は矛盾する問題が数多 〈潜んでいますので,早急に解決 し

てもらいたい問題の 1つ です。  '

眼子田原B遺跡は,昭和 51年度西部開発事業計画に該当しており,発掘調査は昭和 51年 10月

から同年 11月上旬にかけて行なわれました。その結果は報告書に述べられているようです。

最後に,発掘調益に際しては,深いご理解をいただいた南信土地改良事務所職員一同,団長,友野

良一氏,調査員各位,作業員の皆様に対し,深甚な謝意を表する次第であります。

昭和 51年 11月 25日

伊 那 市教 育委員 会

教 育 長  松 美沢
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凡   例

1.今回の発掘調査は西部開発に伴なう,県営畑地帯総合土地改良事業で,第 4次緊急発掘調査

にもとず 〈報告書とする。

2.こ の調査は,県営畑地帯総合土地改良事業に伴なつ緊急発掘で,国・ 県・ 市の補助金のもと     |
に,事業は長野県南信土地改良事務所の委託により,伊那市教育委員会が実施 した。

         (

3.本調査は,昭和 51年度中に業務を終了する義務があるため,報告書は図版を主体とし文章

記述 もできるだけ簡略にし,資料の再検討は,後日の機会にゆずることにした。

4.本文執筆者は,次のとおりである。担当 した項 目の末尾に氏洛 を記した。

小 池 政 美, 田 畑 辰 雄, 荻 原  茂

◎図版作製者

。遺構および地形

友野良一,小池政美,田畑辰雄,荻原 茂

◎土器実測図

友野良一,小池政美,田畑辰雄,荻原 茂

◎写真撮影

◎発掘及び遺構

史野良一,小池政美,田畑辰雄

5.本報告書の編集は主として,伊那市教育委員会があたった。
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第 I章 構

第 1節 住居址
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第 1図  遺構配置図
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第 1号住居址  (第 2図,図版 2,3)

調査地の西側の第Ⅳ地区に検出された遺構である。褐色土層 よリソフ トローム層まで掘 り込んだ

隅丸方形の竪穴住居址で,そ の規模は南北 3m80cm,東 西 3m70m程 である。壁はやや内傾 に近い

角度で良好,西が高 〈て, 60釧程 を測定できる。

床面は大般水平で,堅 くたたいた個所が残存 していた。 また本址は火災にあったとみえて,南倶」

と東北の隅のところどころに炭化 した材木が床面に密着 して検出された。柱穴は南側に列状に 5カ

所,西倶1に列状に 3カ所,西壁 に密着 して 2カ 所が検 出された。北狽1は わずかに 1カ 所,東倶1に 2

カ所発見されたにす ぎなかっれ

カマ ドは西壁の中央よりわずかに4麒1に よった所rC位置 し,右組粘土 カマ ドであ り,形状は西倶」

はややつぼまり、東倶1は ひろが り,やや扇形状になっていた。その規模は南北65clll,東 西 l m 20cIIl

位 を算 し, カマ ドに利用されている石は大田切川産の花商岩であった。

遺物は カマ ド内 より土師器の カメが出土 した。 さらに床面_Lょ りわずかに浮いて炭化物 に混 じっ

て刀子が 3点 出土 した。

第 2号住居址  (第 3図,図版2,3)

調査地区の東側の第 I区の南側に検出された遺構である。表土層面より40cIIl程 下 った ソ

ム層面 を掘 り込み構築さ

れた竪穴住居址である。

平面形は南側では不明瞭

であった。構築当時は現

存 していた と思われたが

水田造成のときに破壊さ

れたものと思われる。察

す るに,最初のプランは

隅丸方形であったものと

確信で きる。

規模は南北 4m90 clll

東西 4m65clll程 を測定で

きた。壁は南東の一角は

欠落 していたが,その他

は全周 し,概 して10cm前

後 を測 り、 内傾気「/kで あ

った。

床面は ローム層それ 自

体 にタタキ状に構築され

部分的には貼床状にな っ

』◎
オ◎ のプ 毎
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第 2図 第 1号住居址実測図
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ていた ところ もあった。硬度はカマ ド周辺は極めて硬いが,他は軟弱であった。

ビットは8カ所発見されたが,柱穴として確実に生きているのは1, P3, R, R, 鳥,の 5

本であり, R は形態や場所からして貯蔵穴と思われる。 5カ所の柱穴の大きさを記してみると次

のようになる。1の直径は40cm, P3は 50cm, 民 は70cm, 民 は60cm, 民は45c皿 位であった。

カマ ドは構築時は完全 な形をとっていた と思われるが,水田造成の折に破壊 された とみえて,現

在は南北 l m 30clll,東西

l m 40cm位の範囲内に 8

個の変成岩が散在 してい

た。おそ ら〈, これ らの

石がカマ ドに使用 された

ものであることは想像に

難 くない。さ らにそれ ら

の西側に焼土が検出され

た。 これがカマ ドの決手

になると思 つ。

遺物の出土は極めて少

量であった。わずかに,

土師器,須恵器,灰釉陶

器片が出土 したのみであ

った。

よって,本住居址は平

安時代に位置づけできる

と思われる。本住居址 よ

り出土 した遺物は実測や

拓影にするのはなかった

ので,それ らの記載は今

回は割愛 させていただ く

ことに した。 ― 第 3図 第 2号住居址実測図

第 3号住居址  (第 4図,図版 2i3)

本址は第 2号住居址の貼 り床を取 り除いた下 rC発 見されたものであった。その規模は南北 3m40

clll,東西は推定 2m50clll程を測定できる。壁高は内傾や内彎 し,20二 40cm位 の範囲内に含 まれた。

壁面の状態は浅いわりには良好であった。床面は極めて固 〈, ソフ トローム層 をたたいてあり,大

般,水平 となっていた。

床面_上 には住居址に必要な柱穴の存在はなか った。 わずかに西側の突び出した部分にカマ ドに使

用 した らしい粘土 のかたまりが存在 していた。遺物は何 も出土 しなかった。

-3-
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第 2節 土  拡

第 1号土拡  (第 5図,図版4)

発掘地区の第 Itt C 8に 位置し,

第 4図 第 3号住居址実測図

その規模は南北l m 30clll,東茜7ら0こ 深さ5～30cm程 の長円形

-4-



状を呈 し, ローム層 を掘 り込んでいる。覆土は褐色土であった。壁は内彎が強 〈,その床面は水平

で軟弱気味であった。

遺物は何 も出土 しなか った。ただ し,覆土内 よりは少量の炭化物の検 出をみた。

第 2号土拡  (第 5図,図版 4)

第 1号土拡の南壁 に密着 した ところに位置 した土

拡である。規模は南北40cm,東 西40cm程 であり,そ

のプランは円形状を呈 し,む しろピィト状の もので

ある。壁面は内傾気味であって,その深さは30 clll程

である。

床面は軟弱で,水平であった 北側で,第 1号土

拡に切 られている。遺物は何 も出土 しなかった。 な

かより少量の炭化物の出土がみ られた。

第 3号土拡  (第 6図,図版 4)

表土層面より35clll程 下 ったソフトローム層面を掘

り込んだ土拡である。平面 プランは円形で,規模は

南北60clll,東西75cmを 測定できる。壁は垂直に近 〈

壁高は∞cm前後 を計える。床面はほぼ水平で,わず

かなたた きがあった。

床面上の石は花闇岩であった。覆土内 より遺物の出土 はなか ったが,わずかな焼土 と炭化物を検

出し,遺構であることが確証できた。

Ａ

一

A′

第 4号土拡  (第 6図 ,図版 4)

第 3号土拡の南壁を切つて構築 された土拡である。

表土層面 より40cm程下 ったローム層面を掘 り込み,

南北 l m 50cm, 東西95m程 の規模を有 し,長 円形プ

ランを呈 している。

壁は北倶1は 内彎 し,南側は内傾 しておる。高さは

20～ 30 clllを 測 り,南側は凹凸が顕著であった。床

面はたたさらしきものは確認できず,わずかに凹凸

があった。床面中央部の石は花聞岩であった。

覆土内 より多量 の焼土 と炭化物の検 出はみたが ,

遺物の出土は何 もなかった。本土拡は 8カ所の うち

で最も土拡 らしい土拡はこれが唯一の ものであろう

土拡 としては極めてよい ものであろう。

θ        lm

第 5図 第 1号・ 2号土拡実測図

θ        lm

第 6図 第 3号 04号 05号土拡実測図
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第 5号土拡  (第 6図,図版 4)

ローム層 を掘 り込んで構築された土拡で,その規模は南北55cm,東西60cmで ある。 プランは円形

を呈 している。壁 高は10数 clllを 測定できる。壁面状態は内彎気味であるё床面はわずかにたたきに

なっており,中央部がす りばち状に低 〈なっている。南倶1の壁上面に変成岩が東西にあ った。

覆土内より遺物は全 く出土 しなかったが,微量の炭化物を検出した。

第 6号土拡  (第 7図 ,図版 5)

第 5号土拡 と第 7号土拡 とにはさまれて検出された土拡
ノン

で南北 75clll,東西 l m 18cm程 の長円形プ ランを呈 している

深さは60c皿位で, ローム層を掘り込んでいる。 プランの中

央部 を東西に幅10cm位 フラットに残された部分があった。

壁面は袋状で内傾気味を呈 し,凹凸がわずかに認められ

たたきは存在 しなか った。床面は ローム層のわずかなたた

きであり,覆土中より少量の炭化物が検出された。遺物は

何 も出土 しなかった。

第 7号土拡  (第 8図,図版 5)

第 I区 の東端近に発見された土拡である。南壁で第 8号

土拡を切 ってつ 〈られている。南北 l mlocm,東西85cm位

の角張 った円形プランである。壁高は20～30cm位 あり,片面は内傾が,片面は内彎が強 〈なってい

る。

床面は ローム層中につ 〈られ,かたいたたきになっており,わずかに中央部附近が高 〈はなって

いるが,全般的には大般水平であった。覆土内 より少量の炭化物は出土 したが,遺物は何 も見あた

らなかった。

第 8号土拡  (第 8図 ,図版 5)

本土拡は南倶Jが 第 7号土拡に切 られるよう

なかっこうで検 出された土拡である。切 られ

ているために全般的なプランは不明ではある

が,想像するに,隅丸方形に近いか うこうを

とっていると思われる。壁高はわずかに数cm

と思われ,軟弱であった。

床面は多少の凹凸が認められ,わずかなた

た きになっていた。覆土内 より少量 の炭化物

の検 出は認められたが,遺物の確認は何 もな

A

ｒ

ハ

第 7図 第 6号土拡実測図

θ
〔
―

か っ ぉ々 (小池政美 )
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第 8図 第 7号・ 8号土拡実測図



第 3節 溝

溝址  (第 9,10,11図,図版 6)

遺跡内 I区の北端か ら発見され,やや北に寄 りながらⅡ区, Ⅲ区 と続いている。

溝址 の巾は 150cm前後であり,断面V字状を呈 している。 河床にはコブシ大から,かなり大 きめ

の石まではいっており,砂も多量に堆積 している。

I区東端 (溝址はそれ より東に続 くものと思われる)は一段底 く,不整な長 円形 を呈 してお り、

Ｆ

ｌ

ｂ

―
C

0     :¨

第 9図  I区溝址実測図

地層 (第 11, 12 13図 ともに共通)

I―黒色土①

I一黒色土② (や や褐色が強い)

Ⅲ―黒色土③ (② より褐色が強い)

Ⅳ―黒褐色土①

V―茶褐色土

Ⅵ―黒裾色土② (① より褐色が強い)

Ⅶ―暗茶褐色土

Ⅷ一真黒色土

X―砂質茶褐色土 (黒色土混入)

)Oθ

第 10図  Ⅱ区溝址実測図
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人頭大の石が入 り込んでいて,土拡状となっ

ている。

また I区 の溝址の東倶1に ,大 きさが17clll前

の石が,南 llllの 壁面に貼 りつけた ようにあり,

それが1 5 0cmの長 さにお よんでいる6

1区 の溝 llLの 深 さは 7～ 80cIIl〈 らいであっ

ガこ。

I区 の溝址は I区 か ら続 くものであるが ,

検出面からの深さは I区 のそれ よりも深 〈な

っており,溝巾も同様に広 くなっている。

溝の断面は I区 同様 V字状を呈 しているが

一
南倶1の壁が,4Llllの 壁 よりも高 〈,傾斜 も北

倶1壁 より,南倶1壁 の方が強 くなっており, 河

床には人頭大の石が,砂とともにはいってい

る。

I区の溝jlLの 巾は, 180～ 200 cm,深 さは,

110 cm前後 を計る。

Ⅲ区の溝址1も I.,■ 区か ら続いているもの

で,方向をやや南に向けながら, これ より西

へ続いていると思われる。

Ⅲ区の西端 に近づくと,溝巾が急、に細 〈な

り,本溝址 もここで消滅するかとも思われた

が,溝の深 さは,浅 〈はなる ものの,40～ 50

cⅢ 前後はある。65× 45cm大 妬 が,溝址内に

いっぱいにはいっている。

当区の溝址の河床の傾斜は, I, I区 に比

べてか なりを、なものとなっている。

溝址 の巾は,東側で240cll「 210cm,西側の

細 〈なる部分で, 1 30cm前 後を,_深さは,

浅いところで,40cmか ら深いところで75～ 80

cmを計る。

I～ Ⅲ区 の溝址 ともに覆土は,第12図 の下

にある とつりで,下層 に行 〈ほ ど,層序 は混

(田畑辰雄 )

第 11図  第Ⅲ区溝址実:測図

乱 している。
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第 Ⅲ 章  遺    物

第 1節 土  器

土器の説明は表を作成 し,一見のもとに理解で きるように した。一覧表の見方について項 目別 に

P    簡単な内容説明を附記しておくことにする。胎土,保存状態,色調についての記述は明らかなる基

準によったものではなく,筆者の主観によるものである。

け

図版 番号 胎  土 保存状態 色 調 早さ 文 様 の 特 徴 備  考

多量の雲母 中 位 明褐色 組  文 グ リ ト

少量の長石 中 位 黒褐色 沈  線

多量の雲母 沈  線

黒褐色
ノ|ヽ形又 , 亥U日
隆帯,沈線

少量の雲母 中 位 爪形文,沈線,亥1目
ク リッ ト
回 縁 部

多量の長石 不  良 赤 囃 沈線,亥1目 グ リット

少量の長石 中 位 明褐色 7
ンドリ大 X
組文,沈線 グ リッ ト

少量の雲母 良 好 明褐色 6 沈線,刻 目
ク リッ ト
ロ 縁 部

中 位 赤褐色 亥」目,沈線

11 少量の長石 良 好 茶褐色 沈  線 グ リット

多量の長石 不  良 明褐色 沈  線 グ リ ト

少量 の長石 茶褐角′

多量の長石 良 好 赤褐色
仇  裸

円形沈線文
ク リット
ロ 縁 部

多量の雲母
況 裸
内面に擦痕

第 1表 出土土器の形状一覧表 (そ の 1)

第 12図の遺物は第 1号住居址のカマ ド内 より出土 した土師器の小形甕 である。色調は外面赤褐

色内面黒褐色を呈 し,微密な胎土の状態であった。外面は,二次的な焼成痕が顕著な面があった。

日径 130c皿 ,胴部最大径 15.8cm,最大径部は,胴部上半にあり,全体に丸い感 じの甕である。薄

手の土器で,器面の整形技法は, 国唇か ら頸部にかけて内外面 ともに横 ナデ,胴部はロクロに よる

水引整形痕が内外面ともに顕著である。                    (田 畑辰雄 )
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第 12図 土器実測図

第 2節 石

石器の説明は表を用いることにする。表の項 目は図版′番号,名称,器形,石質,備考である。

図版 猜 名  称 器 形 石 質 備 考

1 砥   石 油性頁岩 2号住居址

打製石斧 短冊形 硬 砂 岩 グ リット

磨製石斧 乳棒状 蛇 紋 岩

石  錘 硬 砂 岩

蛇 紋 岩

磨   石 硬 砂 岩

第 2表 出土石器の形状一覧表 (そ の 1)

０
１

１

１

４

１

　

・
，
０

5 crn
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第 3節 鉄 器

第 13図 に記された 3個の鉄器は全て刀子である。第 1号住居址の東壁近 くの床面に密着 して出

土 したものである。 1は現長 15.7cm, 2は 8.2 clll, 3は 12.6 cmで ある。 (1～ の はいずれも柄

の方は破損 してしまっている。 (1,3)は 鋒者の残 り状態は極めて良好であった

刀子の腐蝕状態はかなり良好な状態

であり,割合に刀身は しっかりしてい

た。鋒者は二つとも害」合に鋭 く, この

部分には全 〈腐蝕の状態が見当らなか

った。

刃先は害」合 になめらかであり,刀子

としては上伊那地方 としては,か なり

優品のなかにふ 〈まれるものと思われる

る。鉄は当然,時代か らして砂鉄 を使

用 した ものと思われる。 (ガ 池`政美 ) 第 13

0             5 cm

図 鉄器実測図       
｀
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立早 めとま

本遺跡の調査は,伊那市西春近沢渡地籍では初めてであった。そのために,いままで,未知な点

が,多かっただけに,そ の解明に役立つものと期待 して,調査にとりかかった。 発掘 した成果を

ここに列記すると,住居址 3軒,土拡 8基,溝状遺構 1で ある。住居址 3軒の内訳は平安時代 3軒

である。各遣構についての本格的な考察は時間的余裕がないので,こ こではいくつかの問題点を記

し,所見を附しておきたい。

眼子田原B遺跡は既述したように河岸段丘上の突端部地域,いわゆる,最 も自然災害については安

定した地帯,また,日照時間についても長い地帯,さ らに段丘崖より出る湧水の豊富な地帯,こ れ

らの三つの自然的条件を備えており,遺跡地存在としては極めそ濃厚な場所であった。平安時代関

係の検出遺構は竪穴住居址が 3軒あり,こ れらは全て関東地方の国分期に比定されるものである。

隅丸方形を呈し,カ マ ドは西壁寄 り中央部附近に石を並べ,そ の周囲に粘土をつけた石組粘土カマ

ドであった。これらの3軒の住居址は平安時代中期初頭頃に位置づけられそうである。このころに

は灰釉陶器の存在が活発化してくるのに,本遺跡では一点 も出土していない点は伺か注目に価する

だろう。しかし,ロ クロの顕著な小型甕の出土からして,前述した時期に相違ないことは確証で き

よう。

次に土拡について述べてみようと思う。土拡は8カ所発見さ
・
れたが,全て,遺物の出土は何 もな

かったので,時代決定は不可能である。

溝址は水田の地場層の下に検出された遺構である。現在,水田に利用している眼子田井は遺跡地

から西方へ 3 KIn程登った地点で,大田切川より引き水 している。この井は江戸時代末期に開らかれ

たものである。今回,発見されたのは,ど うも井の可能性が強い,お そらく,眼子田井の前時代の

井であったのではなかろうか。

遺物は土器 。石器・鉄器が出土している。土器については組文時代中期のものが最 も多 く,そ の

なかで も編年で言う,梨久保式が多かった。石器は砥石,打製石斧,磨製石斧,石錘,磨石などの

種類で,石質は油性頁岩,硬砂岩,蛇紋岩であった。 (小池政美 )
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竜東より遺跡地を眺む

西側よ り遺跡を眺む

図版 1 遺 跡 全 景



第 1号住居址

第 2・ 6号住居址

図版 2 遺   構



第 1号住居址カマ ド

刀子出土状況 (第 1号住居址 )

図版 6 遺構及び遺物出土状況
'

第 2o6号住居tLカ マ ド



第 1号・ 2号土拡

弟 ろ号・ 4号・ 5号土拡

図版 4 遺   構



第 6号土拡

第 7号 。8号土拡

図版 5 遺   構
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溝址断面図

図版 6 遺  構
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図版 7 出土土器
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